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2024～2025年度国際ロータリーのテーマ 「ロータリーのマジック」
THE MAGIC OF ROTARY

第 3371 例会（19号）　2024 年 12 月 12 日（木）晴れ

　私は昭和 44 年に会津若松市の小さなタバ
コ屋の息子として生まれました。平成４年に
福島民報社に記者として入社し、事件担当の
社会部からスタートし、２年目からは郡山で、

やはり強盗や殺人などの事件を中心に取材しました。その後は本
社で経済や政治や紙面編集などの担当をしましたが、20 年前の
アテネオリンピックでは経済記者なのに１カ月間も派遣されるな
ど、まあ人使いの荒い会社です。富岡支局時代は富岡ロータリー
クラブにお世話になりました。
　26 歳と 20 歳の息子がいまして、妻は同い年だったんですが、
次男を生んだ翌年に肝細胞がんを発症し、手術をして元気になっ
た時期もあったんですが、40 歳の時に亡くなりました。私自身も
震災の少し前に脳梗塞で倒れたり、狭心症でも入院しまして、そ
れでも何とか子どもたちの弁当作りを続けまして、次男が親元を
離れたタイミングで今回、21 年ぶりの引っ越しを伴う転勤をしま
した。
　脳梗塞の後遺症で、今も右半身の頭から足までしびれが取れま
せん。自分では子育てと仕事のストレスが原因だと思ったんです
が、主治医によりますと、水分を取らなすぎたのが原因としては
大きいだろうということでした。皆さん、あまり喉が渇かない冬
場の水分補給には十分ご注意された方がいいかなと思います。
　同い年で亡くなったといえば、中山美穂さんの急逝には大変驚き
ました。ここから本題に入るんですが、人の死というものをどのよ
うに伝えるのかということが、新聞社にとって極めて重要で、どの
ような大きさで扱い、どのような内容の記事にするのかというのは、
かなり神経をすり減らす判断であり、腕の見せどころでもあるとい
うことを、少しお話ししたいと思います。
　新聞というのは見出しの大きさと、扱うページによって、その
ニュース、出来事の価値を示します。各新聞社が共通の基準を持っ
ているわけではなく、それぞれ独自に判断しています。ですから、
新聞によって扱う大きさに差がつくわけです。当たり前のことな
がら、人の死というのは１度だけですから、その１度限りの出来
事を的確な価値判断で伝えなければ、亡くなった方やご遺族、あ
るいはファン、そして読者にも失礼になると考えています。中山
さんの場合、一つの時代のトップアイドルの１人だったこと、ま
だ若く現役だったこと、突然の死だったことなどが、大きく扱う
判断の材料になったのだと思います。
　今朝の新聞では、磐城高校野球部が平成７年に甲子園に出場し
た時の監督だった広瀬敬彦先生の訃報を載せました。実はこれは
うちのスクープでして、他の新聞には載ってないんです。きのう

福島民報社いわき支社長

� 渡　部　育　夫 会員

教え子の方が情報を寄せてくれたのが端緒なんですけども、誰か
が亡くなったという情報は必ずしも私たちにすぐに届くわけでは
ないので、そのような情報提供はとても重要でして、そのような
協力あっての報道ということがよく現れたケースでした。
　死亡を伝えるスタイルとしては、基本的に「おくやみ情報」と
いうのがあります。ご遺族が希望すれば、葬儀会社を通じて無料
で出すことができます。肩書などは一切、関係ありません。10 月
には当クラブの会長を務められた八幡さんの「おくやみ」が載り
ました。八幡さんの場合、地域の代表的な印刷会社の社長さんで
あって、なおかつロータリーの会長もされていたということで、
「おくやみ」というお知らせのコーナーにとどまらず、死亡記事
というニュースとしても扱うべきだと判断しまして、「おくやみ」
とは別に社会面で記事としても取り上げました。生前の肩書で線
引きするのは失礼かもしれませんが、一定の社会的影響があると
私たちが判断すれば、社会面の死亡記事として扱います。記事以
外に黒枠の死亡広告というのもあり、これは有料です。
　新聞の１面で死亡を伝えるのは、かなりの大物、あるいは県内
で大きな影響力のあった政治家・経済人などです。今年亡くなっ
た方で、福島民報の１面で扱ったのは８人です。指揮者の小澤征
爾さん、郡山出身の作曲家の湯浅壌二さん、福島民報社の３代前
の社長だった花田勗氏、郡山出身の西田敏行さん、三笠宮妃百合
子さま、詩人の谷川俊太郎さん、元横綱北の富士、県市長会長な
どを務めた元須賀川市長の相楽新平さんです。
　中でも西田敏行さんは日本を代表する俳優ということで、１面
だけでなく、社会面などでも生前のエピソードなどを大きく展開
しました。これだけの分量の記事は、その方が亡くなったことを
知ってから取材しても間に合いません。あらかじめ準備して書い
ておく必要があります。失礼な話かもしれませんが、著名人を担
当する記者は、本人や交友のある人物と取材やプライベートで付
き合う中で、聞いた話やエピソードを蓄積し、いずれ亡くなった
時の評伝記事などに備えるんです。記者は人事異動がありますか
ら、その蓄積、予定稿は、次の担当者に引き継いでいきます。死
ぬのをイメージしながら取材相手と付き合うというのは変な感じ
がするかもしれませんが、結果としては、生前にその人物のこと
を伝える上でも、深みのある取材につながります。ただ、中山美
穂さんの場合は若すぎて、そのような準備はしていなかったと思
います。
　扱う大きさを判断する上で、世代間ギャップが立ちはだかるこ
とがあります。大きさを判断するのはまず、40 代前半ぐらいの「デ
スク」と呼ばれる副部長クラスなんですが、たとえば６年前に西
城秀樹さんが亡くなった時、デスクは「西城秀樹って誰だっけ」
という感じで小さな扱いを主張したんですが、一回り年上の私た
ち世代は「もっと大きく」と、せめぎ合いが起きるわけです。そ
のようなことは、これからもしょっちゅうあるでしょう。寒さ深
まる師走に、なんか薄暗く寒い感じの話題で誠に申しわけありま
せんでした。



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　渡部育夫　　鈴木孝雄

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆出席委員会（川松裕之委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

12 月 12 日 45 名 26 名 ―

•�郡山ＲＣ、いわき勿来ＲＣより会報が届き
ました。
•�新年例会、ＩＭの出欠報告をお願いします。
•能登の義援金に協力をお願いします。

★本日の例会案内　12月19日（木）18：30 ～
　　年忘れ家族会　いわきワシントンホテル椿山荘

★次回の例会案内　１月９日（木）18：30 ～
　　新年例会　田町平安

♥有賀行秀さん♥関口武司さん♥越智正典さん♥松崎浩さん（渡
部育夫支社長、卓話よろしくお願いします）♥佐藤尚誠さん（結
婚祝ありがとうございます。渡部支社長卓話宜しくお願いします）
♥黒須幸雄さん♥鈴木東雄さん♥遠山良浩さん（渡部さんの卓話
楽しみです）♥飯野光世さん（お寒くなりました。渡部会員の卓
話楽しみにしてます）♥渡邊有さん（渡部福島民報いわき支社長
卓話楽しみにしてます）♥小野寺順正さん（渡部支社長、卓話楽
しみにしています。よろしくお願い致します）♥小林隆太さん（渡
部育夫さん新会員卓話楽しみにしてます。よろしくお願いします）
♥渡部育夫さん（卓話緊張します）� 以上13名

◆ロータリー財団委員会（鈴木東雄副委員長）
　飯野光世さん、関口武司さん、黒須幸雄さん、遠山良浩さん、
松崎浩さん、渡邊有さん。� 以上６件

◆米山記念奨学会委員会（飯野光世副委員長）
　関口武司さん、黒須幸雄さん、遠山良浩さん、松崎浩さん、渡
邊有さん。� 以上５件

◆雑誌委員会（関口武司委員長）
　ロータリーの友12月号「見どころ読みどころ」
　「地域社会の疾病予防と治療に取り組むには」（横７ページ～）、
「小澤由実～病気は第二の人生のスタート」（縦４ページ～）
◆地区表彰
　有賀行秀会長より地区表彰が披露され、出席した受賞者に表彰
状が伝達されました。
　【新入会上位クラブ】　▷第５位（2023 ～ 24年度６名入会）
　【ロータリー財団表彰】

　　▷�ポールハリスフェロー＝佐々木貢一会員
　　▷�マルチプルポールハリスフェロー＝鈴木東雄会員（第３

回）、関口武司会員（第２回）

　今日は漢字の日です。日本漢字能力検定協会
が平成７年に制定した記念日で、いい字１字の
語呂合わせが 12 月 12 日となることにちなんで
います。ここ数日、今年の漢字が何になるか話
題になっています。今日の午後２時に発表され
ます。清水寺にて揮毫される様子は年の瀬の風
景の一つとなっています。どのような漢字が選

ばれるのでしょうか。
　今年の漢字は一般の皆様方の応募で決まります。応募が一番
だった漢字が今年の漢字となります。Web やはがきなどで応募
できます。皆さんどのような漢字にこの１年を感じて応募したの
でしょうか。午後２時 30 分ごろになりますとWeb でも公開され
るそうです。ちなみに、昨年は「税」で一昨年は「戦」でした。
　私もいろいろと考えてみました。今年は元日の能登の水害から
始まりました。飛行機の事故もありました。そんな暗いニュース
で始まった 2024 年ですが、オリンピックや大谷翔平選手の活躍
など明るい話題もありました。新札の発行もありました。選ばれ
る漢字が明るい意味合いのものであることを期待しています。
　私が期待を込めて選んでみた漢字は、連日テレビで名前を見な
い日はないのではないかと思う大谷翔平選手の「翔」であってほ
しいと思います。

〔点鐘・ロータリーソング（奉仕の理想）・四つの
テスト（島田啓太会員）〕

島田啓太会員

鈴木東雄会員

山﨑慶一会員 阿部弘行会員 松崎　浩会員

関口武司会員

佐藤 尚誠さん
（12月18日）

★ 結婚祝

※12月26日（木）、１月２日（木）は休会

　【米山記念奨学会表彰・米山功労者】

　　▷�米山功労者マルチプル＝山﨑慶一会員（第６回）、阿部弘
行会員（第２回）

　　▷新米山功労者＝松崎浩会員


